
R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

500

1000

1500

2000

2500

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

高松ブランドの向上

関係人口の創出・拡大

関係人口創出・拡大事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪1-

　東京圏を始めとした大都市圏からの交流人口や関係人口、移住者の増加につなげるため、関係人口コミュニティの
運営、地域イベント等における関係人口の受入体制の構築支援などに取り組む。

年度7

①関係人口コミュニティの運営
②短期就労型関係人口の創出・拡大
③地域イベント等での関係人口受入支援

　地域課題の解決や地方移住に興味を持つ人

　本市に関心を持ち、継続的に関わりを持とうとする人の創出と拡大を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

オンライン高松ファンコミュニティＰＲイベント回数 回 0 0 6 7 8

オンライン高松ファンコミュニティサイト登
録者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 500 1,000 1,500
0 0 380

　オンライン高松ファンコミュニティサイト登録者数につい
て、実績３８０人であり、１年間で２００人以上増加したが、
目標値５００人を下回った。 76.0%

点27

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 500 1000 1500 2000
0 0 380

0 0 500 1000 1500 2000
0 0 380

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 13,708 18,220

0 0 5,988 10,500

0 0 7,720 7,720

５

５

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①関係人口コミュニティの運営
②地域イベント等での関係人口受入支援
③高松市アグリ・スマートシティ実証事業への参加促進支
援

①関係人口コミュニティの運営
②短期就労型関係人口の創出・拡大
③地域イベント等での関係人口受入支援

①　３，９８２千円
②　１，３６４千円
③　　　６４２千円

①　４，０００千円
②　５，０００千円
③　１，５００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,988

0

0

0

1,500

4,488

10,500

0

0

0

0

10,500

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ｂ 76 100
76 拡充

　オンライン高松ファンコミュニティサイトを運営し、会員同士の親睦を深めるＰＲイベントを開催するとともに、地域でのリモート

ワークと地域活動を両立させる「高松市アグリ・スマート実証事業」を塩江温泉郷で実施し、東京圏中心の県外から１１名を招き、地

域住民と地域の抱える課題について協議したが、今後、より気軽な動機で高松訪問を促し、高松の魅力をより多角的に発信すること

で、関係人口の拡大を図る必要がある。

　引き続き、オンライン高松ファンコミュニティサイトを運営するとともに、地域での関係人口受入体制構築の支援を行うほか、新た

な取組として、県外在住の短期就労希望者に対し、本市内の地域での短期就労に加えて、観光、地域の住民や団体との交流を促し、短

期就労、観光、地域交流というサイクルを繰り返すことで、関係人口の創出・拡大を図ることとする。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

定住人口の拡大

移住の促進

移住促進事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪1- たかまつ創生総合戦略

　本市への移住者の増加を図るため、本市の特性や強みである「生活のしやすさ」、「仕事のしやすさ」、「子育て
のしやすさ」を効果的に情報発信するなど、移住促進の取組を推進する。

年度7

①大都市圏における移住相談窓口の運営、②移住促進に関する情報発信、③香川県移住・定住推進協議会としての取
組、④お試し移住の促進、⑤東京圏ＵＪＩターン移住支援金、⑥地方就職支援金、⑦テレワーク移住補助金

市外に居住しており、地方への移住を考えている人

　地方への移住を考えている人に対し、本市の魅力を効果的に発信することなどにより、本市への移住を促
進し、人口減少の抑制を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

対面及びＷｅｂの移住相談実施回数 回 0 0 62 70 75

年間移住者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 700 720 740
0 0 736

　移住希望者の多様なニーズに対応するため、オンライン移住
相談の常設化など、移住相談の体制や手法等を大幅に見直した
ことで、目標値を達成した。 105.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 700 720 740 760
0 0 736

0 0 700 720 740 760
0 0 736

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

51,037 49,266 43,668 45,741

33,824 34,965 29,000 31,073

17,213 14,301 14,668 14,668

５

３

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①大都市圏における移住相談窓口の運営、②移住促進に関
する情報発信、③香川県移住・定住推進協議会としての取
組、④お試し移住の促進、⑤たかまつ移住応援隊による活
動、⑥たかまつ暮らしＰＲグッズ等作成、⑦東京圏ＵＪＩ
ターン移住支援金、⑧地方就職支援金、⑨テレワーク移住
補助金

①大都市圏における移住相談窓口の運営、②移住促進に関
する情報発信、③香川県移住・定住推進協議会としての取
組、④お試し移住の促進、⑤東京圏ＵＪＩターン移住支援
金、⑥地方就職支援金、⑦テレワーク移住補助金

①　１，１３２千円
②　５，４３９千円
③　１，０５８千円
④　　　１４４千円
⑤　　　　　　０円
⑥　　　６２７千円
⑦２０，０００千円
⑧　　　　　　０円
⑨　　　６００千円

①　１，２５３千円
②　６，３０５千円
③　１．２８３千円
④　　　５１７千円
⑤２０，４００千円
⑥　　　７１５千円
⑦　　　６００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

29,000

0

14,587

0

1,377

13,036

15,111

126

0

15,836

0

31,073

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 88 100
88 改善

　大都市圏における新たな移住相談体制の構築やお試し移住の開始など、社会情勢の変化等に対応した事業のスクラップ＆ビルドを

行った。

　しかしながら、東京圏一極集中の拡大傾向に対応した、更なる取組の強化が必要である。

　国の動向や社会情勢の変化等に対応した事業の見直しを行いつつ、シティプロモーションの取組や東京事務所の活動等とも連携しな

がら、各種取組を展開する。

　また、周辺市町と連携した移住相談会やイベントを拡充するなど、他市町と連携した取組を積極的に実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

地域活力の創造

定住人口の拡大

定住の促進

定住促進事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 ⑪1-

　県外の大学等に進学した学生のＵターン就職を促進するため、奨学金返還支援による経済的な負担の軽減を行うほ
か、移住者同士の親睦交流を深めるなど、若年層が本市での居住や就業を検討し、継続しやくなる環境づくりに取り
組む。

年度7

①高松市奨学金返還支援
②関西圏進学者を中心としたＵターン就職による定住促進
③わがまち未来会議の実施

　県外進学した学生、本市に移住した人

　奨学金返還支援の実施により、県外に進学した学生の ターン就職を促進し、若年層の流出を抑制するとU
ともに、移住者同士の交流を促進することで、本市定着を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

高松市奨学金返還支援制度の周知件数 件 0 0 12 12 12

移住者交流会開催回数 回 0 0 1 1 1

高松市奨学金返還支援事業補助金交付決定件
数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50 50 50
0 0 3

　インターネット広告を実施したほか、広報高松や公式ＳＮＳ
を活用した広報、県内外の大学、県内の経済団体に対する制度
周知を行ったが、補助金交付決定件数は３件にとどまった。 6.0%

点2

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50 50 50 50
0 0 3

0 0 50 50 50 50
0 0 3

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

0 0 7,172 13,897

0 0 996 7,721

0 0 6,176 6,176

５

５

５

３

１

３

令
和

6

令
和

7

奨学金返還支援インターネット広告での制度周知

①高松市奨学金返還支援
②関西圏進学者を中心としたＵターン就職による定住促進
③わがまち未来会議の実施

９９５千円

①　１，０００千円
②　６，０６１千円
③　　　６６０千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

996

0

0

0

0

996

7,721

0

0

0

0

7,721

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

Ｃ 26 100
26 改善

　まちなかの子育て支援施設で移住者交流会を開催し、移住者同士の親睦交流を図ったほか、インターネット広告や本市の広報媒体で

奨学金返還支援制度を周知したものの、奨学金返還支援の交付決定は３件にとどまったことから、令和７年度からは、県内の中小企

業、医療法人、社会福祉法人、学校法人等に就業先要件を緩和したが、今後、採用担当者に直接、奨学金返還支援制度を周知するとと

もに、県外に進学した学生に対しては、Ｕターン就職の利点をアピールする機会を創出することが必要である。

　引き続き、移住者交流会を開催して、移住者の定着を図るとともに、県内企業や社会福祉法人等の採用担当者に直接、奨学金返還支

援制度を周知し、採用活動への活用を働き掛けるほか、関西圏に進学した学生を中心に、就職活動前の早い段階から地元企業の情報

や、地元で実現できる多様なライフスタイル、奨学金返還支援制度をアピールすることで、Ｕターン就職の促進に取り組む。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち

地域社会を支える連携・協働の推進

離島の振興

多様な交流の促進

大島振興方策推進事業

政策局

地域活力推進室

087-839-2143

令和 年度～6 令和 年度13

重点取組 離島振興法、ハンセン病問題基本法

　大島におけるこれまでのハンセン病療養所としての歴史等を後世に伝えていくとともに、瀬戸内国際芸術祭を契機
として育まれた、芸術関係者を始めとする島外の人々との交流を更に活性化するなど、大島の振興を図るため、「大
島振興方策」に掲げる具体的施策・事業を実施する。

年度7

①大島МＡＰこども版（仮）の作成
②入所自治会、大島青松園、国等の関係機関との協議

　市民等（住民、島への渡航者）

　ハンセン病療養所としての歴史の伝承、住民と島外の人々との交流の活性化

R4 R5 R6 R7
R8

市内小中学校等の大島学習への支援 回 0 0 2 2 2

大島交流イベント参加者数（年間総数） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 2,700 2,700 2,700
0 0 3,144

　大島交流イベント参加者数は、目標値２，７００人のとこ
ろ、実績値３，１４４人となり、目標値を上回った。

116.4%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 2700 2700 2700 2700
0 0 3144

0 0 2700 2700 2700 2700
0 0 3144

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

3,742 9,785 6,176 7,497

0 0 0 1,321

3,742 9,785 6,176 6,176

５

３

３

３

１

３

令
和

6

令
和

7

①市内小学校による大島学習実施の支援
②入所者自治会、大島青松園、国等の関係機関との協議

①大島МＡＰこども版（仮）の作成
②入所自治会、大島青松園、国等の関係機関との協議

①　０円
②　０円

①１，０００千円
②　　３２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

0

0

0

0

0

0

821

0

0

0

500

1,321

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

検討の余地がある

概ね効率的にできている

業

業

Ａ 88 100
88 拡充

　庵治支所ギャラリーでの大島学習の展示や、ハンセン病を正しく理解するパネル・作品展に合わせた大島学習の提案など、市内小学

校による大島学習を支援するとともに、策定から１０年が経過し、大島を取り巻く環境が大きく変化した状況を踏まえ、入所者自治会

等の関係団体と連携しながら、大島振興方策の見直しに着手することを決定した。

　入所者自治会の心情に寄り添い、その意向を何よりも尊重しながら、方策の見直しに取り組んでいく必要がある。

　若年層の大島やハンセン病に対する関心を高め、大島への交流人口や関係人口の拡大を図るため、教育委員会と連携しながら、手に

取り、理解しやすい大島マップこども版（仮）を作成し、市内小中学校等に対して、人権学習等での活用を働き掛ける。

　また、大島振興方策の見直しに当たっては、入所者自治会や国等の関係機関と緊密に連携を図りながら、療養所施設の歴史的建造物

の保存活用や、大島青松園の今後の在り方も含めて、有識者を交えた協議を実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4


